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調
査
結
果

ハラスメントの内容

ハラスメントの内容は多様化している

受けたことがあるハラスメントの内容としては、「その他」の割合が32.4％と最も高く、ハラスメントの内容

が多様化していることが推察される。次いで、「アカデミック・ハラスメント」を受けたことがあると回答した

学生が23.9％で、全国平均25.2％と比べても1.3ポイント低い結果となった。

性別でクロス集計表を見ると、女子では「セクシュアル・ハラスメント」及び「ストーカー」の割合が高く、

「いじめ」、「アカデミック・ハラスメント」及び「飲酒の強要」については、男子の割合が高い結果となった。

また、経過学年別でクロス集計表を見ると、「飲酒の強要」が前回調査（2014年度）では、４年次生で0.0％

だったのに対し、今回の調査では20.0％と急激に高くなっている。これは、他の学年と比較しても圧倒的に高

い結果である。全国平均で見ても、前回調査（2014年度）からは減少しているにもかかわらず、本学で急激に

増加しているという事実は、重く受け止めるべきであろう。

問54
問53で「2 受けたことがある」と答えた方にうかがいます。ハラスメント＜いやがらせ＞等の内容は次のどれ

ですか。あてはまる番号すべて選んでください。

【基数：ハラスメント等を受けたことがある人】
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